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亜・珊町ト・仁  
一＿血1一丁：  



前橋市は、北に赤城山、酉に榛名山を望む関東平野の北部を市域とした県都であ  

ります。北から南に貫流する利根川の消流は「水と緑と詩の…T」を潤し、かっては  

「糸のItけ」として養蚕製糸で栄えてきました。今人口28万を擁し生涯教育部市を  

目指し教育文化・商工業の調和のある街づくりが進められています。若宮遺跡の所  

在する総社・元総社地区は苗申心術地から西北の利根川右岸にあり古来より上野国  

の中心として古墳時代には数多くの古墳が築かれ奈良時代には国府がおかれ、戦国  

時代は蒼渦城が築かれました。近世には総祉城が築かれ天狗岩用水や、五千石堰が  

開削されるなど、また城下lりJ◆から宿脚町としての役割も果し、約400年を経た今  

も宿場の地割が現存しています。戦後昭和30～40年代の土地区画整理事業で土  

地の整備が行われ、大規膜工場の誘致が進められるなど、前桶市が消理都市から現  

在の姓産郡市への発展に大きく掛」けさきがけとなった地域であます。   

この調査は、民問宅地lうf・・】発訴業による宅地追成工事に先がけて埋職文化肘の緊急  

発掘調蓋を実施したものであります。調査では奈良・平安Il裾℃の住屈跡14軒、粥  

3条を碓諾し、多数の土師淵、須恵黒等の山土迫物を検Jlけることができました。   

この調悉に当り安豚紀郎氏、宮下光郎氏をはじめ多くの方々の御理解と御協力に  

より調査報告蓄が刊行できました。ここに厚く御礼申しあげます。  

平成元年10月  

前桶川側瀾文化財発掘調蓋団  

団 長  二 瓶 益 巳   



1本書は都市計画法簡29条のl料発行為（宅地追成事業実施）の許可に先がけた開発予定地の   

埋蔵文化財発掘調査報告沓である 

2 発掘調査は、前橋市教育委員会のもとに組織された前梢苗埋蔵文化財発掘調査団（団長   

二瓶益巳）の委託を受け、スナガ環境測闇株式会社（前橋市胃柳1町211－1代表取締役   

須永眞弘）が実施した。  

3 調査担当者 連騰和夫（前楠市教育委員会文化肘保護係主任）  

新保一美（  ′′  嘱託）  

金子正人（スナガ環境測設株式会社専務取締役北側文部長）  

荻野博巳（  ′′  節一グループチーフ）  

若宮遺跡略称63A－39  

前橋市総社町植野191番地他  

発掘調麿 平成元咋2月151‡ト 3月20日  
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調査整理 平成元年4月10日～10月27日   

7 調査面梢153511l2   

8 木調透における山土迫物は、前橘市教習委員会で保管している。   

9 本書は、スナガ環境測設株式会社埋蔵文化肘発掘調査部が作成に当り、金子正人が編集総括  

に当り荻野博巳が執筆と遺構トレース、迫物実洲を声＝甘朱美、版下作業を鈴木越夫、作業三拝  

務に柴崎信江が当った。  

10 測畠計画は寡泳眞弘（測員ニヒ第52614号）が行い、測昆を板垣宏、須永嘉明、勝田貞葦  

樽沢高専が当った。発掘調盃の安全管理は、石偽正二が行った。  

11本調査に際して、多大な御協力戴きました、l川発節業者安藤紀郎氏、宮下光郎氏や地元市民  

の方々、並びに調査及び整別！に際して榔々と御指導、御助言を賜った各方面の方々に心より  

感謝申し上げます。  

12 調査に参加した方々（順不同）  

白石光男  石川サワ子  t＿1】崎勘治 小林康典 小林延寿  

近豚克郎  内山恵美子 ［州l類子  辻みつる  石井千絵   



節2章 追跡の立地と環境  

節3章 刑査概要  

1調香  

2基本土層  

第4薄 遇桃と迫物  

第5章 まとめ  

山土迫物観察表  

平 面 図  

過構実測図  

過物実測図  

図  版  

凡  

1遺構の略号   

Ⅰ－Ⅰ一任居跡 W－桝  S－集石  

2 実測図の縮尺   

全体図S＝1／200住居跡S＝1／60 カマドS＝1／30 椚・集石S＝1／60   

過物実測図S＝1／3  

3 周辺図は、国土地理院発行の5万分の1「前橋」を使川した。  

4 追跡の位置の基準  

基準点 B－10地点（節Ⅸ系雌株 Ⅹ＝46035．00IllY＝－71000．00川）  

水準点130．00（前橋市道路基準点NO3より測定）  

グリッ川川偏  5】11  

等高線問隔 10c‖  

5 土層断面の土色名及び土黒類の色調名は「新版基準土色帳」による。   



第1 牽  発掘調査に至る経緯   

若宮遺跡は、宅地造成工事に伴う都市計画法29条の開発行為の許可にさきがけ前橋市宅地開  

発指導要綱（昭和48年前橋市告示節10号）節9条（文化財保護）の規定により開発車業者安  

藤紀郎氏（前橋市総社町総社1492番地）から巾教酉委員会に新前協議があり、碓認調査を行った  

ところ奈良・平安＝割彗の住居跡及び溝跡を確認した。I狛発事業者と協議調整のうえ平成元年2月  

21‡はり前橋市埋蔵文化肘発肘訓J杏団で発掘調査艮実施することとなった。  

調喬経過（調査日誌より）  

平成元年2月 2日 作業部務所設置、機材等の搬入  

10日 重機にて表土掘削作業開始  

14日 水準点（IIM）、基準点座標杭の設置  

20日 ジョレン掻き、プラン確認イノド業開始  

21日 グリット杭設定I附始  

23日 住居跡紺恐悦眠i（1号～14号）  

27日 写真幌影l附始  

住居跡ナンバーつけ  

住居跡、溝、平面、断面図の測量l用始  

28日 カマド、集石等の調査開始  

3月1日 住居跡写真据影  

2日 過物上げ、全体平面図S＝1：200作成開始  

9日 集石遣物上げl狛始  

13日 小柄、貯蔵穴錮査開始  

15日 カマド完掘  

19日 全体迫物＿l二げ、全体断面1劉際高入れ（測昆）  

20日 追跡全体空lい写豪掘影、若宮追跡崩査終了  

4月10日 整理業務開始  

10月271三l整理業務完了  
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第2華 道跡の立地と環境   

若宮追跡が所在する前橋市総社1町植野191番地は、JR上越練消偶魔祉駅より東南400In  

地点である。榛名山東西濃に広がる火山傾斜面が終り前橋台地が東南に大きく拡がり始る。これ  

に沿って南へ流下する滝川（天狗岩用水）は、前橋台地の農業用水路として開削され、今は一級  

河川として管理されている。この河川の左岸に位置する追跡である。追跡から東へ300111桂に  

利根川が南下している。周辺には総社二子山古墳を始めとする数多くの古墳が点在し、近世では  

勝山城、総社城、元景寺、天狗岩用水、五千石川水など、蟄蛮な遺跡や旧跡が集中する地域であ  
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第上図 凧辺の遺臥  

①若宮過跡 ②稲荷山古墳（卦二子l＿L】古墳 ④愛宕山古墳 ⑤速見山古墳 ⑥蛇穴山古墳  

（D宝塔山古墳（紗村東通跡 ⑨呂楽寺向追跡 ⑲山王廃寺跡 ⑪国分寺［椰‘】地域遺跡  

⑫国府推定地域 ⑬清里陣場追跡  
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第3章 調査の概要  

1調査の方法  

l非一発車業者の調査依頼を受けて市教帝委員会が、トレンチ法で試掘調査を行った。試掘調査は  

調査区域の［l‥I央部東西方向にトレンチを入れ住居跡、満跡、土師器、須恵器等の過構遣物を碓諾  

した。前橋市埋蔵文化財発掘綱査団が綱査主体となり平成元年2月2日から発掘調査を実施する  

ことになった。調査は試掘トレンチを坤心に、表土を50～60cmの間で機械（バックホウ）排  

土によるプラン碓認から発堀調査に入った。   

調査の基準測蜃（BM）をTP130．00111に定め、B－0地点の座械値を節Ⅸ系座櫻Ⅹ＝  

46035．00111Y＝－71050．001tl・B－10地点をⅩ＝46035．00川Y＝  

－71000．00111に洲定し、これを基準として調査区を北西隅はり緯線（Ⅹ）をA・B・C  

・・・、経練（Y）を0・1・2・・・とする5mグリットを設定した。溝跡は小トレンチを設  

け方向、探さ、幅等を確認した。住居跡は、カマド焼土範囲にべルトを設け土層観察を行った。  

カマド、貯蔵穴は、半裁して土層観察調査を行った。山土迫物は怪け如こ記録後取り上げた。表土  

（桝作土）中の迫物はグリット毎に表採とした。住居跡、土塀などの迫構に流れ込んだ過物は迫  

椰毎の一括として取り上げた。写貢は、白黒、リバーサルフィルムで掘影記録した。  

2 基本土層  

基本土層  

1層 耕作土  

2層 褐色土粘性あり  

3層 ローム層  

4層 灰褐色土租砂粒を含む  

5層 灰褐色土  

6層 灰白色粘土層  

第2図 基本土層   
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第 4奇  遇構と遺物  

1遺  構  

1号住居跡（節4図、図版1）   

位置は調査区西側のB－2・3、C－2・3グリットに所在する。形状は南北3．9I11東西  

3．9111の隅丸の正方形を呈する。壁は、確認面から21c川掘り込んで床面に達し、床面積は  

14．211112を測る。柱穴、壁溝、貯蔵穴は、確認されなかった。住居跡の主軸はE－20 －S  

である。浬土は褐色を呈している。流れ込んだと思われる埴輪や羽釜片がカマド付近より山土し  

ている。節1層に浅間B軽石が多量に堆耕している。  

2号住居跡（第5図、図版1）   

位置は調査区北西のB－4・5、C－4・5グリットに所在する。形］犬は南北4．31¶東西  

3．8nlの隅丸の長方形を呈する。壁は確認耐から7cnl前後掘り込んで床面に達し床面積は  

14．39cm2を州る。杜穴、壁溝は碓認されず、カマド右側の貯蔵穴は長円形65×55cll催  

さ25c111である。住居跡の主軸はN－900 －Eである。覆土は褐色を呈している。カマドは東  

壁中央部やや南寄りに位置し、右袖は住居内に張JJル朝石、燃焼部、煙道郡の残存司犬態が良かっ  

た。退物は全般に土師質の杯や土釜などの破片が多く見られる。また南西寄りの床面にわずかな  

焼土の広がりがあり、掘り下げると灰軸椀や羽釜などが山土し、重複住居跡の可能性が考えられ  

たがプランの確認はできなかった。  

3号住居跡（第7図、図版2）   

位置は調査区の北壁A－7グリット（調査区域外）に所在する。住居跡プランの大半が鍋蓋区  

域外に在り、4号住との重複により碓認することが山米なかった。僅かにカマドの一部と思われ  

る燃焼紺珂を碓認した。  

4号住屈跡（第7図、図版2）   

位置は調査区の北側B－6・7グリットに所在する。3号住居跡と一部重複するが新旧関係は  

不明である。住居跡外郭線の一部が不明良である。床面は確蘭而から6c川折り込んだ探さで確認  

した。杜穴、壁構、貯蔵穴は確認できなかった。住居跡の覆土は噌褐色を呈している。カマドは  

東壁にあり袖石を配した燃焼制と煙道耶から成り、燃焼部の補掛こ使われたと放け）れる石が山土  

している。住居跡（破線郎）はカマドの位置、迫物の山土状況、床面の湿潤状況などを勘案した  

ー4一   



もので新旧関係は不明である。住居跡の主軸はE－130 －Sである。過物は羽釜、椀、袈など  

の破片が出土している。  

5号住居跡（第8図、図版2）   

位置は調査区の北側B－8ブリットに所在する。一部調査区域外である。形状は東西3．5111  

輔北は区域外のため不明である。商側の東西のl朋は丸く北側の東西の緑は区域外で不り】である。  

全体に方形を呈している。壁は、碓認面から4c‖掘り込んで床面に達し、柱穴、壁桝、貯蔵穴は  

碓認できなかった。住居跡の主帥はN－80り －Eである。覆二1二は暗褐色を呈している。カマド  

は東壁の中央部やや南寄りに在り、残存状態が悪く、焼土紺韮トを碓認したにとどまった。迫物は  

域、鯉、灰利‡陶端、羽釜など数点がJ」l土している。  

6号住居跡（節9図、図版2）   

位置は調査区の北東隅A－9、B－9グリットに所在する。住居跡の一部は調査区域外である  

ため明碓さを欠くが、形状は東西2．91】l、南北の長さは不りL南側東西の角が隅丸の方形を呈  

する。壁は確認面から8cm掘り下げて床面に達し、杜穴、壁溝、貯蔵穴は碓認されなかった。住  

居跡の主軸はN－640 －Eである。程土は、褐色を呈している。カマドは、東壁中央部に位置  

し、両袖には方形の凝灰岩の加1工石が使用されていた。迫物は塊、幾等の破片が出土している。  

7号住居跡（節10図、図版2）   

位遭は調査区の東側B－9・10、C－9・10グリットに所在する。一部撹乱されている。  

形状は南北4．711l、東西3．8111のl早けL長方形を呈する。壁は確認面から4c‖前後掘り込んで  

床面に達し床面積16．58‖2を測る。杜穴、壁溝、貯蔵穴は確認できなかった。住居跡の主軸  

はN－550 －Eである。穫土は噌栂色を呈している。カマドは東壁の中央部やや南寄りの位関  

で、天井部はi！jり平され焼土紺矧が楕l井伏に碓認された。迫物は塊などの破片が僅かに出土した。  

8号住居跡（第11図、図版2）   

位置は調査区の東側C－9グリットに所在する。形可犬は東西2．5日南北の長さは試掘トレン  

チで南側が欠如され不l椚。北側2隅が丸く長方形を呈す。壁は碓認面から4cnl前後掘り込んで床  

面に達する。杜穴、壁溝、貯蔵穴は碓認できなかった。住居跡の主軸はN－70り －Eである。  

覆土は晴褐色を呈している。カマドは東壁の1・l］火酬寸近にあると思われるが、迫存扶態が悲く焼  

土紺韮1を確認したにとどまる。遺物は土墨片が数点‖▼u二した。  

9号住居跡（第12図、図版2）   

位置は調杢区の中央C－6・7、D－6・7グリットに所在する。形扶は南北3．7‖、東西  
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3．2nlの隅丸長方形。壁は碓認面から10cmを掘り込んで床面に達す。柱穴壁溝、貯蔵穴は確  

認できなかった。住居跡の主軸は、E－50 －Sを向き、面積は11．801n2（試掘トレンチが  

南側を削除したため推定値）である。覆土は、褐色を呈している。カマドは、東壁の中央部に位  

置しているが、天井部はなく焼土範囲を広げて碓認した。遣物は、杯、羽釜など土器片数点が出  

土している。  

10号住居跡（節14図、図版2）   

位置は調査区の中央C－6、D－6グリットに所在し、11号住居跡と重複l期系にあり。新旧  

関係は11号住居跡を10号住居跡が切っており新しい。形状は南北3．Om東西2．7mの隅  

丸長方形を呈している。壁は碓認面から20cm程掘り込んで床面に達し床面積は7．6011l2を洲  

る。柱穴、壁満、貯蔵穴は碓認できなかった。住居跡の主軸はE－80 －Sである。覆土は褐色  

を呈している。カマドは東壁中央部（試裾トレンチ内）に避存の恋い焼土範匪】の一部を碓認し  

た。遺物は杯、塊、石、羽釜、親等の破片が山土している。  

11号住居跡（節12図、区l版2）   

位置は調査区の中央C－5、D－5・6グリットに所在する。10号住居跡と重複関係にあ  

る。形状は南北3．Olm東西は10号住居跡に切られて不明。壁は確認面から20cm程掘り込ん  

で床面に達する。柱穴、壁桝、貯蔵穴は碓認できなかった。住居跡の主軸は推定E－15U －S  

である。覆土は褐色を呈している。カマドは10号住居跡に切られて原形は留めていない。過物  

は羽釜など数点の破片が出土している。  

12号住居跡（節16図、図版3）   

位置は調査区の南西D－4・5グリットに所在する。新旧I刺系は13号住居跡と重複し、新し  

い13号住のカマドによって切られている。南側壁の位置を碓認するため掘り拡げたが不明であ  

る。形状は東西2．6111の附けL長方形（推定）である。壁は碓認面20cl11前後掘り込んで床面に  

達する。床面税は不明である。柱穴、壁桝、貯蔵穴は確認できなかった。 住居跡の主軸は推定E  

－20 －Sである。覆土は褐色を呈している。カマドは東壁中央部（試掘トレンチ内）に悪い過  

存状況で僅かに焼土範囲を碓認した。過物は羽釜、塊、灰糾塊などの破片が山土した。  

13号住居跡（節16図、図版3）   

位置は調査区の西側D－4グリットに所在する。12号住居跡にカマドが掛かって重複関係に  

ある。本住居跡が新しい。形状は南北2．9Itl東西2．2111で隅丸長方形を呈する。貯蔵穴はカ  

マド南側に在り長径50cIllX短径46cmの艮「r］形に探さ22crnを確認、壁は碓認面から24cl11前  

後掘り込んで床面に達し床面税は6．33日2を測る。柱穴、壁溝は確認できなかった。住居跡の  
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主軸はE－20 －Sである。覆土は栂色を呈している。カマドは東壁の中央部にあり石（角閃石  

安山岩）などで構築したものと思われるが、過存状況が悪く試掘トレンチ内より確認された。過  

物は完形椀2点の他に羽釜片などが山土した。  

14号住居跡（節16図、図版3）   

位置は調査区の南束側D－9・10、E－9・10グリットに所在する。形状は南北3．1m  

東西2．4mの隅丸長方形。壁は確認面より18cnl掘り込んで床面に達し床面積は7．20m2を  

測る。柱穴、壁溝は碓認はできなかった。住居跡の主軸はN－75り －Eである。覆土は褐色を  

呈している。カマドは東壁の中央部やや繭寄りの位置にある。過物はカマドの桝築材と思われる  

石数個と、カマド付近から多量の鉄梓と羽口片が、他に塊、羽釜の破片が出土した。  

調査区の東側から1号桝（W－1）、2号溝（W－2）、3号溝（W－3）とした。  

1号溝   

位置は調査区の東辺に沿って南北（N－21U－W）方向に走行し調査区域外に続くと思われ  

る。試掘トレンチによって糀跡の一部が確認されたものである。長さ17．6111満幅は調査区域  

外の隣接道路下に在り測定不能である。深さは約145～155clllを測った。立ち上がりは緩  

やかな窪匂配1‥1．6（約320）を呈している。過物は出土していない。  

2号溝   

位置はD－8、C－8・9・10グリット内を東西（N－75O NE）方向に湾曲しながら走  

行し8号住居跡の床面下のローム層を掘り込んで確認された。幅は約35～40c目深さ約15～  

20cmを測る。砂の堆積は見られず、過物も山土していない。  

3号溝   

位置はD－7・8グリット内にある。トレンチ掘りにより確認した満で、南北（N－120 －  

W）方向に走行している。瞞は2．40‖探さ1．70‖を測り地11lのローム層を掘り込んで形  

成し、ややすり鉢形の立ち上がりを呈している。哩親した土J酔▼l］に矧iりⅠ3軽石が見られた。辿物  

は流れ込みの土師片が数点山土している。  

集石遇構   

位置は調査区南壁中央E－8グリットに所在する。石の大きさは10～40cIllの丸みを持った  

川原石で数量は180個にのばり土告片も所々に数点山土した。  
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第五黄   ま とめ   

若宮遺跡は西に榛名山、享如こ利根川、北東には利仙川を越えて赤城山を望む地にある。榛名1＿1＿】  

は造山活動期の気成作用による火山噴出物が浸食され、崩壊、風化し火山堆積物をして火山東南  

斜面を形成している。束南斜耐を流下する多くの中小河川（染谷川、八幡川、年池川、午王矧Il  

…・）により火山堆積物を裾野に拡げ、相馬ケ原イ寸近を扇頂とした扇状を形成し、樺名の山裾に  

広がる前橋台地に達している。総社Itl■輔昭肘近（当遺跡から東へ約300111）の利根川右岸断崖  

には前橋台地を構成する地層が露呈している。ここで地表（韻土層）部が火山灰質シルト層を主  

体とした水成上郡ローム層の上に在るのが分かる。当追跡は楔高130111で利根川左岸の市役所  

付近より約30日高地に在る。西北へ約3500日に在る酒埋椰場遺跡（所在・前橋市他端町、  

北習照雄l培岡村剛蟻）は、穂高1901ttで60111程高地に宕Eる。総社城主秋元氏が1601～1604年  

にl非鷹した天狗岩川水が西側に隣接して袖下している。   

遺構は黒色土層にある。50cl11程の桝作土の下にi■iり平された迫存］犬態で碓認された。住居跡  

14軒（内カマドのみ1軒）柵3条、賦石遺構1基である。   

過物は主に平安時代と思われる物が多く、これらの特徴を清里剛場遺跡の第1期土器研から節  

6期土損料の桐年区分に求めると、おおむね節3勅土器群から第5斯土器群にあてはめて区分で  

きるものと思われる。   

これを内訳けると、節3JU比ポ椚にⅠト5号住の須恵器塊とⅠⅠ－10号住羽釜が区分できる。  

第4期土掛附こⅠⅠ－1号住の土師質塊、ⅠⅠ－2号住の土師質杯・土釜、Ⅰ－Ⅰ－5号住の灰軸椀・土  

釜、Ⅰ一Ⅰ－7号住の土師質椀（内黒）、Ⅰ－Ⅰ－13号住の土師質塊、Ⅰ－Ⅰ－14号住の土師質杯があて  

はまる。節5期土器粥にⅠⅠ－12・13号仕の羽釜に区分される。   

以上を基に住居跡を時代区分するとⅠ－Ⅰ－5・10号住居跡が10世紀前半代～10・世紀後半代  

に、ⅠⅠ一1・2・7・9・14号住居跡が10’1仕紀後半代に、Ⅰ－Ⅰ－12・13号住居跡が11世  

紀前半代に推定される。なお、ⅠⅠ－3・4・6・8・11号住居跡からは過存のよい物がなく編  

年区分に至らなかったが、1（川蟻己後半代の遺構遣物が最も多く最盛期を窺える。   

また、H－14号住居跡より鉄棒が山土し製鉄通用の存在もが考えられるが、碓認する資料に  

乏しく迫物碓認にとどめた。  

溝  

1号桝（W－1）は大半が調査区域外に在り山土遣物がなく哩積された土層からも年代を知る  

質料は得られていないが、繭2001】1方l如こ稲柵」丘与墳（1988イF記録保存）が在った。この北に  

接して東西方l盲＝こ大きな抽借りり（最近になって理戻された。）が在り天狗岩用水に合流してい  

た。1号溝の南進方I如こはこの掘割りが在る。北進して200Ill程には、天狗岩用水から分流す  

る五千石打夙くの分岐点に達する。勝山城・総社城などに関わる適用かどうかは、今後の調査に待  
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ちたい。   

2号溝（W－2）は8号住居跡の床面下を東方向へ走行して居ることから8号住居跡より古い  

もので在る。大半が調査区域外に在るため切り合い関係がり】碓に抑えられないが、1号溝に切ら  

れている。   

3号溝（W－3）は浅I王りB軽石が満に堆税し、出土過物に高林の破片が出土したが時期を知る  

までに至らなかった。   

集石遺構からは川原石に混じり数点の土器片が出土した。不川石材の捨て場所と思慮されるが  

年代は不lけJである。  

参考文献  

「塚廻り1】‘墳群」  

「椚jl用い鉦追跡」  

「製 鉄 追 跡」  

「柚 木 追 跡」  

「小 尾 遇∴跡」  

「烏羽追 j跡」  

「村 射 追 跡」  

「生 川 追 跡」  

「稲甘い1l■【！】一肌」  

（郡情状摘＝γ黍‖会）19 80   

（腔蟻県理泡文化財訓膏吊業月）1981   

（考▲7！】■学ライブラ リー15ニュー・サイエンス祉）198 3   

（椚誹い皇前欄師†f教習香山会）19 84   

（裡告封雛6架＋押捕県理蔵文化肘調班射業用）19 84   

（軸†±テ習第11根 腔′し！相川！成文化旧制査叫業棚）198 6   

（前椚†l川！成文化Ⅰけ光則訓燕14I）19 8 8   

（il日商江津l！蔵文化財光鋸訓飛車）1988   

（前橋†l川l星臓文化財発鋸刑膏杜）1988  
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出土遺物観察表   狛沈痛柑．棒②艦体③商省径④朋市偉00で（）は推定仙を示す。  

NO  山二l二 場所   種野1   法  最  胎ニ1劇戒  色 肌   損形・成形・脛形の持徴  遇存肌周一  l袈1  

版   

口  】Ⅰ－l－1  土師質域  （勤（7．8）   良・椴化  鈍い槙  高台郡は鍼がつぶれm裡なl   神領l人】外面Iiil転ナデ調整。  台郡抜蟻  ′1   

2  】1－卜2  埴輪  良・酸化  鈍い撞  描貼付、外的i縦刷毛  l、l人  相浦ナ・デ紺軒。   底椰班  ロ   

3  ll＝l－3  埴輪  良・傾化  鈍い侍  描tl‖寸、外面紹≠粍  】、l人  縦梢ナデ紺軌   帖＝11i班  ノl   

′1  ll－2－Ⅰ  灰柚陶器  ①（15．0）（謳．2  良・還元  扶白  †本部は丸みをもって  lぅり、l服椰は小さく外反する。内面馳   1ト†1t邦  ‘l  
域  触   紬透明  紬、底用q】■lJ寸i‡■Ji合、  人I外面  ナデ抑軋   ㌧代   

5  ll－Z－2  羽釜  ①（18．∫1）   不良還元  伏自  l働榔は内相し☆ちあがる。日伊椰甑、Iた、錯は三川形。l人】外  
irけデ訂甘軌  

田  11－Z－ニi  二上伸質  ①（10．2）（み3．5  不良還元  J人lて」  底郡から体珊はl人間しながら宜ち＿．卜がりロ緑郡で僅か外反す    l卜朕珊  ロ  
杯  軟  る。外面けテ甘腫裾津田■l卦緑林切り謀訓幣、軸Jlけデ調幣。    ％妓   

7  1t －－2【．t  三】）I釜  ① 22．0   艮・ぷ元  l州りJ大  【】掛佃引力咽ぎみに二＼Lち、胴椰は付かにl人1傾する。錯は三川    l．】一拍；H  ′t  
JIZの仙兢l廿外面ナデ拙幣。  域   

田  l】一Z‥5  ニ上桐i椚  ①＝．（；（カー；．〔）  jk・還元  伏l‘l  版輝から裾紬抑こ卜】頼まで計ら＿卜がる。J郎附一冊転糸り〃）調    邦雄  ・】  
1イ、   （弧：う．（；   l欠  幣、l人】ク州iナデ紺幣。   

n  11－2－（；  羽釜  ①（2：i．（；）   艮・酸化  i・い、悼  l咋紺1肱判こ削られl人川＝傾斜。抑晰r】桂川Z。内ク＝lけテ訓憮    ll㍑伍伏  5   

】0  11・2－7  二1二l；ilト端  （D（一日．0）   艮・植化  瞭  ＝拙11；は畔拙仰こ外反し、月   耶は緩やかに呵‖lける。lノ、例而  障トl二服  5  
ニ】二釜  ナデ拙照、月卜刷掩ナデ誹l幣。  ㌧ぺ   

n  1ト・2－8  ニ上伸器建  （D（2′】．0）   イ、良離化  橙  ＝律は短く外反。ク川両用り   川亜謝りり。l人怖けデ調整。   ll章まH班  5   

田  ll・－5・・1  扶紬粍聞  （D（17．2）㊥（；．3  良・還元  扶l－l  ll掛仙ま小さく外反し、†宥帥は丸みをi：寺つ。l人け川けデ調    底～l二】享‡  5  
域  姓   紬透明  幣。底榔はイrl中根糸帥〕‖日中ナ高台。  竹城   

四  11－5－2  ；fi止（睾㍑  （斡（7．0）   1kJ甘元  伏If】  腑1糾まイTl戸】転糸伸〕l  Iい〕つけiミ▲青††、lノ、朝潮けデ紺‰卜郡lノ＼l   朕～l】富ま  田  
域  扶  ク川l灘柚。  柏班   

m  ll－5－：i  土釜  ①（20．8）   良・酸化  伏自  酢裾抽勅的こ耳ち、し】拙11iは外放する。内外rrlけデ拙軋    l鶴川城  ∴   

田  1l－7・・1  須えと邪  ①（‖．8）   良・遇・元  J大I－I  †l（いii■J冶を＝した底部よりr！   ■l二相和こ外反して口ほ郡に1ミる‖  底～別冊l  5  

城   （卦（（i．（；）④（′l．ミ））  l人1ク川亜り恒三ナデ調整、仙肌   ▲行台いびつ。 u   

田  】トー9－1  須揖昭城  （か（13．1）   良・規元  J大l二‡  †イ榔は内明知l沫に宜ちトl二がりl服は外佼。lノ、】外拍けデ調圭一ざ。    11緑H班  5   

円  】】－9－2  羽釜  （D（18．0）   良・遇元  
蝕   〃川Zを三iけ。l人Ⅰク柚i   

ほ  l卜10・・1  二＝姉別  （D（13．（；）   良・椎什  悼  l鶴緋は付か列反し椚‖Ⅰ耶は   l川する。l人】外汀1けデ訓幣、lノ、】i†li  lI暑ま珊班  田  

域  プ．1他姓rtL   

田  1卜10－Z  二卜帥節  ②〔；．0   艮・還元  抜；l■f睡  休部は呵曲して立ち．Llがる。外面ナデ調幣。底那はム回玩糸    底邦妓  田  
杯  址  切りl人油ナデ紺軌    色処刑し   

20  lト川1  二川l朋慨  （37．0   良・道元  伏l－l  底剤刑●伸輔缶I人】外  r】けデ洲幣。  朕邪一班  

l卜1（トl  長！）．0肺5．！）け」．5  f軋欄‰研昭安11昭ム媒廿軋支脚丁こi？  ナ仁火I11  

Z2  臣tO－5  羽釜  （DZl．Z   艮・酸化  伏自  直立気味の胴吾IL榔  面三州  …の貼Hの鍔、l人】ク川けデ調艶〕  l二I雪濠H娘  田   

田  I卜1Z－1  羽釜  ①（19．6）   良・酸化  抜黄撞  l二憾椰州軋月卜椰はけ川＝する。鍬ま＿．1ニド】I。l畑外面ナデ抑軋    l弼拍†；班  6   

田  廿・13－I  乏fi破（岩罠  （Dll．2   良・還元  伏l‘】  休部は一別1】しながら丑ち■卜がり口相即で外反する。貼付高月    完形  田  
域  硬  はいぴつ。前石郡に爪形の二  

底郡爪形の跡作り。l人】外汀  

田  什・1ニト2  羽釜  ①（2（；．0）ぐり5．′】  艮・酸化  伐満槙  胴部からl服部に川けてl人】   即しlI阿部で外反する。錯は晰涌  桐～l服  7  
④5．〔；  吾形で貼付、l人Ⅰ外面ナ列抑軋  拍残   

田  1ト13－3  二】二師貿  山・酸化  浅黄瞭  休部は緩やかにl人】叫  
城   欠、l珊払糸切、両州   

2了  1ト】3・－′l  羽釜  （D（19．2）   良・椴化  伏l：】  桐郡は接やかに内叫  
を呈す、貼トけデ渕．   

田  】卜1・卜1  二川欄間  ②（5．8）   不良柄化  洩八億  体郡はl軌Il山並ち←lがる。【   付け甫台。内外面l捌転ナデ甜整  底郎妓  7   

田  Iトトト2  二1二伸質  ①（19．2）④5．1  山・恨化  位  肋＝け高台郡は低く、休郡   まl人潤しながら立ち上がる。内外  底～【二頗  7  
域  ir】∩‘準なナデ調整。  ㌧叫   

田  tトトト3  二L帥貿杯  ①11．6   山・酸化  燈  平底、休部は怖かにl人憫鳳味に立ち上がる。内外面ナデ調整    仁服夙妓  7   

1t－‖－・4  書■r製イi斧  長6．5帖1．1厚】．3  小型の短川I形了：了斧、刃珊は叫   仙する。  7   

田  lこ－G－1  オi悪者諾  ③7．′l   良・還元  灰‖  休部は坤Il順l昧に立ち上がる。高台部は机紬な貼付けで謙が    底部班  7  
鳩  見られる。内外而ナデ封甘私   

33  Ⅰトて一1  須恵器  ①（27．0）   良・還元  昭情状  球形の胴部から踊郡で「く」の字に外反し口緑に至る。口唇    胴～日律  田  
撼  部は傾か内岬し折り－  

る。内面ナヂ紺賂。   

・一川－   
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遺構実測図1  
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2 焼・じ椚  
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第4図1号住居跡。カマド実測図  
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1褐色二】二屑  

2 温色ト1：桝†J削あり、酎iを含む。  

土楢沈紀（‖2セクション）  
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第5図 2号住居跡実測図  



遺構実測図 2  
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第6図 2号住居跡カマド実測図  

J  

∧ L2990m  

■一－・一一・■′  
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第7図 3号住居跡・4号住居跡・カ マド実測図  



適構実測図 3  
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第8図 5号住居跡実測図  
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第9図 6号住居跡・カマド実測図   



遺構実測図 4  
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第10図 7号住居跡。カマド実測図  
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第11図 8号住居跡実測図   



適構築測図 5  
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第13図13号住居跡カマド実相   



遺構実測図 6  

二l．屑たl三吉己（lI－iOわマド）  

2】Ⅰ3色二卜屑 やや帖性あり、帖Tゴを含む。  
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第14図10号住居跡・11号住居跡実測図  

A i3020m、  

C r2970mC  ‾  

短  土桝往紀川－1引け栽穴）  

】It与色二1二榊 捉石とlつ・一ム柏を合L、。  

2 阻色二巨朋 仙Jl－あり、ローム与合L、。  

土別注紀 川】3セクション）  

1旧色＿仁椚 校了jを食む。  

2 椚色二巨椚 亨柚ほり、蛸Tlを含む。  

3】特色じ椚 情l′t：が強く、わずかに柱石を含む。  A 12990m  ∧一  
・－・－－ －－ノ、－  

二1井は：紀（＝－12セクシタン）（t卜一12カマド）  

l椙色二1二桝 ややIノi帖あり、抄1年のブロックを食む。  

2 褐色二t．屑 附」lあり、所々に灼土雷I上そ食む。  

ニー 椙色二t二桝†刷t．あり、下に行くほど締まっている。l呈才了を食む。  0  2m  

第15図 12号住居跡・13号住居跡実測図   



遺構実測図 7  
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川中l：言己川－1′iセクシ．，ン）  

l日嗣】地二1朝 帖了iを合む。  

2Iり色二仁桝 裾′l．あり、l貰了fとしい、I川のlつ－ムを食む。  

：lIとi色．上招 わずかIノi性あり、棉T；とロームIほ含む。  

第16図12号住居跡・13号住居跡・14号住居跡実測図   



遺構実測図 8  
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第17図14号住居跡カマド実測図  
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3。■】潮肥十朋†H二I在を合む。  

lナlⅧ1色上桐 抄柁を合む。  
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（； り一人研。  

7 伏椚色仙う ＝砂I占を合む。  

H J大手りt互川う 仙搾をRむ。  

ゝ）伏川．1，巨桐。  第18図1号満跡実測図  
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l．腑l：言f！（：りテ溝セクンフン）  

l肌色上椚 机ほIjl＿1二を合L’。  

21沙JM（  

：‡痛い地上侶 …】あり怜を合L、。  

l抄蹄桐。  

5 扶t一】色土研 柁を合またごい紗lて桐。  

（iPil扶色1．屑 はとんと柑】抄。  

第19図 3号満跡実測図  
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■モ巨チ・  

＝妬け鉦（2り溝セクション）  

】 阻色l．椚 川砂を合Ll。  

2 Hl色 巨屑 一日lムり、Il†iを舎L、。  

第20図 2号構跡実測図  

0  2m   

第21図 集石過柄実測図  



遣物実測図 1  
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遺物実測図 2  
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遺物実測図 3  
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避物実測図 4  
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図版 1  

若宮追跡全景  

1号住居跡  1号住居跡カマドセクション  

2号住居跡   2号住居跡カマド   



図版 2  
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7号住居跡  6号住居跡カマド  

9・10・11号住居跡   8号住居跡  



宝‖坂 3  

12号住居跡  13号住居跡  

13号住居跡出土遺物状況  14号住居跡  

1号溝跡セクション  

3号溝跡セクション  E－8グリット内集石   



図版 4  
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図版 5  
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図版 7  
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H－14－l  H－t3－4  

H－14－3  H－t4－2  

E－6－l   H－14－4   



図版 8  

D－8クーーりツト  

1111 
63A－39   

D－8ク‘川ット  

E－7－l  Ⅰ一Ⅰ－10・D－8グリット・土師一括遇物  

63A－39  
63A－39  

H－′亀甲  

○■H－2  

卜1－14 嘲■  叫 H－14  

トト14－7  H－14－4   

rI－1・2・14・鉄器・鉄棒一括過物  

トl＿14－19  
H－12   

H－12・14・羽ロー括過物  

調査前現況（束より）  調査前現況（東より）  

作業風景（束より）  作業風景（西より）   
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